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広 報 日 大 山 形平成30年10月１日 （2）

　
第
六
一
回
桜
華
祭
が
八
月

二
五
日
、
二
六
日
の
二
日
間

に
わ
た
っ
て
開
催
さ
れ
た
。

時
折
小
雨
が
降
る
あ
い
に
く

の
天
気
で
は
あ
っ
た
が
、

テ
ー
マ
「
青
春
桜
華
概
」
に

ふ
さ
わ
し
く
、
キ
ャ
ン
パ
ス

は
生
徒
た
ち
の
明
る
い
笑
顔

で
溢
れ
、
大
盛
況
で
あ
っ
た
。

　
今
回
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の

表
紙
は
、
女
子
生
徒
二
人
が

桜
華
祭
を
楽
し
ん
で
い
る
絵

で
、
こ
の
絵
は
全
国
的
に
活

躍
す
る
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー

で
あ
る
和
遥
キ
ナ
氏
に
描
い

て
頂
い
た
も
の
だ
。

　
一
日
目
は
、
演
劇
部
や
吹

奏
楽
部
に
よ
る
公
演
、
生
徒

に
よ
る
ダ
ン
ス
の
発
表
な
ど

の
フ
リ
ー
ス
テ
ー
ジ
、
日
大

山
形
の
最
強
を
決
め
る
ア
ー

ム
レ
ス
リ
ン
グ
な
ど
が
行
わ

れ
た
。

　
二
日
目
は
、
放
送
部
の
作

品
上
映
、
ダ
ン
ス
ド
リ
ル
部

公
演
、
歌
に
自
信
の
あ
る
者

が
集
う
の
ど
自
慢
、
音
楽
部

に
よ
る
日
大
音
楽
祭
、
毎
年

一
番
の
盛
り
上
が
り
を
見
せ

る
男
装
女
装
コ
ン
テ
ス
ト
な

ど
が
行
わ
れ
た
。

　
二
日
目
最
後
の
特
別
文
化

講
演
会
は
、
原
宿
の
ア
パ
レ

ル
シ
ョ
ッ
プ
で
人
気
を
誇
る

お
ネ
エ
カ
リ
ス
マ
シ
ョ
ッ
プ

店
員
で
数
々
の
テ
レ
ビ
番
組

に
出
演
し
、
今
メ
デ
ィ
ア
に

引
っ
張
り
だ
こ
の
ぺ
え
さ
ん

を
迎
え
行
わ
れ
た
。
講
演
会

は
生
徒
に
よ
る
質
問
に
ぺ
え

さ
ん
が
答
え
る
質
問
形
式
で

行
わ
れ
、
中
に
は
感
動
し
て

泣
き
だ
し
て
し
ま
う
生
徒
も

い
た
。
ぺ
え
さ
ん
の
「
諦
め

な
い
で
、
自
分
を
貫
い
て
」

と
い
う
熱
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
や

持
ち
前
の
ユ
ー
モ
ア
溢
れ
る

ト
ー
ク
で
体
育
館
は
笑
い
と

感
動
に
包
ま
れ
た
。

　
屋
外
の
出
店
で
は
肉
そ
ば

や
か
き
氷
な
ど
、
一
八
種
類

一
八
店
舗
が
軒
を
連
ね
、
ど

の
店
舗
も
行
列
で
賑
わ
っ
て

い
た
。

　
日
大
山
形
全
体
が
一
つ
と

な
っ
て
創
り
上
げ
た
今
年
の

桜
華
祭
。「
青
春
桜
華
概
」
の

も
と
、
生
徒
一
人
一
人
の
心

に
刻
ま
れ
る
も
の
と
な
っ
た
。

第
六
一
回  

桜
華
祭

第
六
一
回  

桜
華
祭

〜
青
春
桜
華
! !
キ
ズ
ナ
咲
ケ
〜

〜
青
春
桜
華
! !
キ
ズ
ナ
咲
ケ
〜

■
ス
テ
ー
ジ
発
表
の
文
化
部

　
演
劇
部
・
吹
奏
楽
部
・
放
送
部
・
ダ
ン
ス
ド
リ
ル
部

■
教
室
で
の
発
表
の
文
化
部

　
漫
画
部
・
美
術
部
・
写
真
部
・
囲
碁
将
棋
部
・
英
会
話
部
・
音
楽
部

　
Ｊ
Ｒ
Ｃ
部
・
書
道
部
・
生
物
部

■
体
育
館
で
の
イ
ベ
ン
ト

　
特
別
文
化
講
演
会
 （ぺ
え
さ
ん
）・
ア
ー
ム
レ
ス
リ
ン
グ
・
日
大
音
楽
祭

　
男
装
女
装
コ
ン
テ
ス
ト
・
の
ど
自
慢
・
フ
リ
ー
ス
テ
ー
ジ

■
教
室
で
の
イ
ベ
ン
ト
企
画

　
お
化
け
屋
敷
・
日
大
付
属
高
校
交
流
物
産
展
・
和
遥
キ
ナ
原
画
展

　
図
書
委
員
会
古
本
市
・
入
試
相
談
・
各
ク
ラ
ス
の
展
示
や
カ
フ
ェ

■
屋
外
の
出
店

　
保
護
者
会
・
女
子
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
・
ダ
ン
ス
ド
リ
ル
部
・
応
援
団

　
各
ク
ラ
ス

■
そ
の
他
生
徒
会
企
画
　
　
赤
い
糸
・
エ
ヌ
ド
ッ
ト
募
金

屋外での出店

ぺえ氏の講演

第61回パンフ
レットの表紙

教室でのイベント企画

吹奏楽部の発表アームレスリング のど自慢

１ 年 生３ 年 生

２ 年 生

１ 年 生３ 年 生

２ 年 生

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

●
男
子

　
優
勝
　
２
Ａ

　
２
位
　
１
Ａ

　
３
位
　
３
Ｂ

●
女
子

　
優
勝
　
６
組

　
２
位
　
８
組

　
３
位
　
９
組

バ
レ
ー
ボ
ー
ル

●
男
子

　
優
勝
　
９
組

　
２
位
　
６
組

　
３
位
　
１
組

●
女
子

　
優
勝
　
５
組

　
２
位
　
10
組

　
３
位
　
１
組

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

●
男
子

　
優
勝
　
２
Ａ

　
２
位
　
３
Ａ

　
３
位
　
６
組

　
　
　
　
９
組

●
女
子

　
優
勝
　
７
Ａ

　
２
位
　
３
Ａ

　
３
位
　
１
・
２
組

　
　
　
　
３
Ｂ

バ
レ
ー
ボ
ー
ル

●
男
子

　
優
勝
　
４
組

　
２
位
　
２
組

　
３
位
　
６
組

　
　
　
　
10
組

●
女
子

　
優
勝
　
10
組

　
２
位
　
９
組

　
３
位
　
１
・
２
組

　
　
　
　
７
組

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

●
男
子

　
優
勝
　
３
Ｂ

　
２
位
　
12
組

　
３
位
　
７
Ａ

●
女
子

　
優
勝
　
５
組

　
２
位
　
７
組

　
３
位
　
１
組

バ
レ
ー
ボ
ー
ル

●
男
子

　
優
勝
　
２
組

　
２
位
　
４
組

　
３
位
　
１
組

●
女
子

　
優
勝
　
11
組

　
２
位
　
５
組

　
３
位
　
７
組

〜
熱
き
戦
い
〜

〜
熱
き
戦
い
〜

七
月
十
一
日
、
十
二
日
の
二
日
間
に
か
け
て
体
育
祭
が

行
わ
れ
、
例
年
通
り
一
年
生
は
県
体
育
館
・
二
年
生
は

本
校
体
育
館
・
三
年
生
は
山
形
市
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
を
会
場
に
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。
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広 報 日 大 山 形 平成30年10月１日（3）

　
七
月
十
日
に
本
校
第
一
体

育
館
に
て
二
年
生
を
対
象
と

し
た
防
災
講
座
が
開
か
れ
た
。

講
師
と
し
て
日
本
赤
十
字
社

山
形
県
支
部
青
少
年
赤
十
字

指
導
講
師
の
片
山
款
郎
先
生

（
元
本
校
教
諭
）
を
お
迎
え
し
、

「
災
害
に
備
え
る
～
地
震
災

害
か
ら
身
を
守
る
～
」
を

テ
ー
マ
に
ご
講
演
い
た
だ
い

た
。
地
震
大
国
と
も
謳
わ
れ

る
日
本
。
近
年
で
は
東
日
本

大
震
災
を
は
じ
め
、
三
陸
沖

地
震
、
兵
庫
県
淡
路
島
地
震
、

熊
本
地
震
、
大
阪
北
部
地
震
、

そ
し
て
今
回
の
北
海
道
で
の

地
震
な
ど
全
国
各
地
で
大
地

震
が
起
き
て
い
る
。
講
演
で

は
地
震
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
や
、

地
震
時
に
特
に
注
意
が
必
要

な
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
事
例

を
も
と
に
わ
か
り
や
す
く
解

説
し
て
い
た
だ
い
た
。
改
め

て
地
震
な
ど
の
災
害
の
怖
さ

を
認
識
し
、
普
段
か
ら
の
準

備
が
い
か
に
大
切
か
と
い
う

こ
と
が
わ
か
っ
た
。
ま
た
、

今
現
在
被
災
地
で
は
復
興
作

業
が
行
わ
れ
て
い
る
。
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
活
動
等
も
注
目

さ
れ
、
支
え
合
う
こ
と
の
大

切
さ
、
素
晴
ら
し
さ
を
感
じ

た
。
暑
い
中
の
講
演
で
あ
っ

た
が
生
徒
は
終
始
集
中
し
、

い
つ
ど
こ
で
自
分
の
身
に
降

り
か
か
る
か
わ
か
ら
な
い
災

害
に
つ
い
て
知
識
を
深
め
た
。

　
六
月
十
六
日
・
十
九
日
 に
、

国
公
立
大
学
進
学
説
明
会
が

開
催
さ
れ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
講

師
を
招
き
、
約
一
時
間
半
に

わ
た
り
説
明
を
受
け
た
。
一
、

二
年
生
は
受
験
方
法
と
学
力

向
上
に
つ
い
て
、
そ
し
て
新

し
い
入
試
制
度
に
つ
い
て
話

が
あ
り
、
最
新
の
大
学
入
試

情
報
や
各
学
年
で
取
り
組
む

べ
き
学
習
内
容
な
ど
の
話
を

聞
く
こ
と
が
で
き
た
。
特
に
、

二
年
生
は
昨
年
と
同
じ
先
生

に
話
を
い
た
だ
き
、
一
年
間

で
自
分
が
ど
の
よ
う
に
変
化

し
た
か
を
考
え
る
い
い
機
会

に
な
っ
た
よ
う
だ
。
三
年
生

は
、
こ
れ
か
ら
本
格
的
に
始

ま
る
受
験
に
向
け
て
、
こ
の

夏
を
ど
の
よ
う
に
過
ご
し
て

い
く
か
な
ど
ア
ド
バ
イ
ス
を

も
ら
い
気
持
ち
を
新
た
に
す

る
こ
と
が
で
き
た
よ
う
だ
。

　
セ
ン
タ
ー
試
験
、そ
し
て

二
次
試
験
に
向
け
て
心
を
強

く
持
ち
、出
来
な
い
事
を
数

え
る
の
で
は
な
く
出
来
る
よ

う
に
な
っ
た
こ
と
を
探
し
て

一
歩
一
歩
進
ん
で
い
っ
て
欲

し
い
。

　
思
わ
ぬ
危
険
は
身
近
な
と

こ
ろ
に
潜
ん
で
お
り
、
気
付

か
な
い
う
ち
に
事
件
に
巻
き

込
ま
れ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ

る
。
私
た
ち
は
そ
れ
ら
を
認

識
し
避
け
る
手
段
を
持
た
ね

ば
な
ら
な
い
。
啓
発
活
動
の

一
環
と
し
て
本
校
で
は
、
外

部
講
師
を
招
い
て
生
活
指
導

講
話
を
実
施
し
て
い
る
。
入

学
後
す
ぐ
に
行
わ
れ
る
「
交

通
安
全
教
室
」
、
五
月
は
「
Ｓ

Ｎ
Ｓ
の
ト
ラ
ブ
ル
と
薬
物
乱

用
防
止
」
、
七
月
に
は
「
十
代

の
性
に
つ
い
て
」
、
そ
し
て
九

月
に
は
「
た
ば
こ
の
害
に
つ

い
て
」
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ

の
講
話
で
は
、
近
年
の
実
例

を
交
え
た
具
体
的
な
説
明
が

多
く
、
高
校
生
が
関
係
す
る

事
件
の
多
さ
に
驚
か
さ
れ
る
。

知
っ
て
い
る
よ
う
で
知
ら
な

か
っ
た
こ
と
も
多
く
、
講
話

を
聴
い
て
改
め
て
身
の
回
り

の
危
険
を
認
識
し
た
生
徒
た

ち
は
、
気
持
ち
を
し
っ
か
り

と
引
き
締
め
て
い
た
。

災
害
に
備
え
る 

〜
地
震
災
害
か
ら
身
を
守
る
〜

防
災
講
座

災
害
に
備
え
る 

〜
地
震
災
害
か
ら
身
を
守
る
〜

災
害
に
備
え
る 

〜
地
震
災
害
か
ら
身
を
守
る
〜

生 

活 

指 

導 

講 

話

生 

活 

指 

導 

講 

話

生 

活 

指 

導 

講 

話

怪
悔

回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回

　
七
月
十
日
に
一
年
生
を

対
象
に
本
校
第
一
体
育
館

に
て
選
挙
講
座
が
行
わ
れ

た
。講
師
に
は
、
山
形
市
選

挙
管
理
委
員
会
事
務
局
の

方
を
お
招
き
し
た
。

　
ま
も
な
く
選
挙
権
を
も

つ
よ
う
に
な
る
生
徒
に
、選

挙
の
仕
組
み
や
投
票
の
大

切
さ
を
学
習
す
る
た
め
の

講
座
で
あ
っ
た
。講
座
は
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
を
用
い

て
の
選
挙
の
仕
組
み
や
投

票
の
仕
方
を
座
学
で
学
習

し
た
後
、生
徒
の
中
か
ら
選

挙
管
理
委
員
を
選
出
し
、

模
擬
選
挙
を
行
っ
た
。実

際
の
投
票
箱
や
投
票
用
紙

記
入
台
を
使
用
し
た
模
擬

投
票
を
す
る
こ
と
で
、
生

徒
は
投
票
の
仕
方
を
よ
く

理
解
す
る
こ
と
が
で
き
た

よ
う
で
あ
っ
た
。こ
の
講

座
を
通
し
て
選
挙
に
関
心

を
持
っ
た
生
徒
が
多
く
い

た
。十
八
歳
で
選
挙
権
を

持
つ
よ
う
に
な
る
ま
で
に
、

さ
ら
に
社
会
に
興
味
を
持

ち
、
選
挙
を
通
し
て
よ
り

良
い
社
会
を
築
け
る
人
間

に
な
っ
て
も
ら
い
た
い
。

選

挙講

座

国国国国国国国国国国国国国国国国国
公公公公公公公公公公公公公公公公
立立立立立立立立立立立立立立立立
大大大大大大大大大大大大大大大大
学学学学学学学学学学学学学学学学
進進進進進進進進進進進進進進進進
学学学学学学学学学学学学学学学学
説説説説説説説説説説説説説説説説
明明明明明明明明明明明明明明明明

公
立
大
学
進
学
説
明
会会会会会会会会会会会会会会会会会
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広 報 日 大 山 形平成30年10月１日 （4）

　
運
　
動
　
部

 柔
道
部
 

・
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

　
　
　
茜
級
 

66

 

出
場
　
中
川
　
勇
斗
 
ớ
山

辺

中
Ờ

・
東
北
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

　
　
　
茜
級
 

66

 

３
位
　
中
川
　
勇
斗
 
ớ
山

辺

中
Ờ

・
山
形
県
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

　
　
　
茜
級
 

66

 

優
勝
　
中
川
　
勇
斗
 
ớ
山

辺

中
Ờ

　
　
　
茜
級
 

60

 

３
位
　
田
原
　
瑞
起
 
ớ
山
形
九
中
Ờ

・
全
日
本
ジ
ỿ
ニ
ア
体
重
別
選
手
権

　
山
形
県
予
選

　
　
　
茜
級
 

66

 

優
勝
　
中
川
　
勇
斗
 
ớ
山

辺

中
Ờ

　
　
　
茜
級
 

60

 

２
位
　
田
原
　
瑞
起
 
ớ
山
形
九
中
Ờ

・
国
民
体
育
大
会
山
形
県
予
選
会

　
　
　
茜
級
 

60

 

２
位
　
田
原
　
瑞
起
 
ớ
山
形
九
中
Ờ

 ボ
ク
シ
ン
グ
部
 

・
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

　
　
ピ
ン
級
 

 

出
場
　
箭
柏
　
鳳
成
 
ớ
蔵
王
一
中
Ờ

　
　
ラ
イ
ト
フ
ラ
イ
級
 

 

出
場
　
氏
家
　
一
真
 
ớ
陵

南

中
Ờ

　
　
バ
ン
タ
ム
級
 

 

出
場
　
垂
石
　
優
也
 
ớ
山

辺

中
Ờ

　
　
ラ
イ
ト
ウ
ỻ
ル
タ
ồ
級
　

 

出
場
　
稲
葉
　
　
翔
 
ớ
山
形
六
中
Ờ

　
　
ウ
ỻ
ル
タ
ồ
級
 

 

出
場
　
山
口
　
純
平
 
ớ
山
形
六
中
Ờ
 

・
東
北
高
等
学
校
ボ
ク
シ
ン
グ
選
手
権
大
会

　
一
部

　
　
ラ
イ
ト
フ
ラ
イ
級
 

 

２
位
　
氏
家
　
一
真
 
ớ
陵

南

中
Ờ

　
　
ラ
イ
ト
ウ
ỻ
ル
タ
ồ
級

 

３
位
　
稲
葉
　
　
翔
 
ớ
山
形
六
中
Ờ

　
女
子

　
　
フ
ラ
イ
級
 

 

優
勝
　
尾
関
奈
津
美
 
ớ
山
形
一
中
Ờ

　
　
ピ
ン
級
 

 

２
位
　
菅
野
　
　
恵
 
ớ
赤

湯

中
Ờ

・
東
北
総
合
体
育
大
会

　
　
ラ
イ
ト
ウ
ỻ
ル
タ
ồ
級

 

２
位
　
稲
葉
　
　
翔
 
ớ
山
形
六
中
Ờ

　
　
バ
ン
タ
ム
級
 

 

３
位
　
垂
石
　
優
也
 
ớ
山

辺

中
Ờ

　
　
ウ
ỻ
ル
タ
ồ
級
 

 

３
位
　
山
口
　
純
平
 
ớ
山
形
六
中
Ờ

・
山
形
県
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

　
　
学
校
対
抗
 

優
勝

　
　
ピ
ン
級
 

 

優
勝
　
箭
柏
　
鳳
成
 
ớ
蔵
王
一
中
Ờ

　
　
ラ
イ
ト
フ
ラ
イ
級
 

 

優
勝
　
氏
家
　
一
真
 
ớ
陵

南

中
Ờ

　
　
バ
ン
タ
ム
級

 

優
勝
　
垂
石
　
優
也
 
ớ
山

辺

中
Ờ

　
　
ラ
イ
ト
ウ
ỻ
ル
タ
ồ
級

 

優
勝
　
稲
葉
　
　
翔
 
ớ
山
形
六
中
Ờ

　
　
ウ
ỻ
ル
タ
ồ
級

 

優
勝
　
山
口
　
純
平
 
ớ
山
形
六
中
Ờ

　
　
ピ
ン
級
 

 

２
位
　
渡
邉
　
拓
真
 
ớ
山
形
十
中
Ờ

　
　
ラ
イ
ト
フ
ラ
イ
級

 

２
位
　
鈴
木
　
寿
治
 
ớ
山
形
六
中
Ờ

　
　
フ
ラ
イ
級
 

 

２
位
　
古
沢
　
貴
大
 
ớ
楯

岡

中
Ờ

　
　
バ
ン
タ
ム
級

 

２
位
　
新
田
　
竜
也
 
ớ
白

鷹

中
Ờ

　
　
フ
ラ
イ
級

 

３
位
　
鈴
木
　
彪
斗
 
ớ
楯

岡

中
Ờ

　
　
ラ
イ
ト
級

 

３
位
　
高
橋
　
里
季
 
ớ
河

北

中
Ờ

　
　
ラ
イ
ト
ウ
ỻ
ル
タ
ồ
級

 

３
位
　
石
畠
　
康
汰
 
ớ
山
大
附
中
Ờ

　
　
ウ
ỻ
ル
タ
ồ
級

 

３
位
　
菅
原
　
大
翔
 
ớ
山
形
十
中
Ờ

　
　
ミ
ド
ル
級

 

３
位
　
浅
野
目
　
瞬
 
ớ
東
根
二
中
Ờ

　
女
子

　
　
ピ
ン
級

 

優
勝
　
菅
野
　
　
恵
 
ớ
赤

湯

中
Ờ

　
　
フ
ラ
イ
級

 

優
勝
　
尾
関
奈
津
美
 
ớ
山
形
一
中
Ờ

・
国
民
体
育
大
会
・
東
北
総
合
体
育
大
会

　
山
形
県
予
選
会

　
　
ピ
ン
級
 

 

優
勝
　
箭
柏
　
鳳
成
 
ớ
蔵
王
一
中
Ờ

　
　
ラ
イ
ト
フ
ラ
イ
級

 

優
勝
　
氏
家
　
一
真
 
ớ
陵

南

中
Ờ

　
　
バ
ン
タ
ム
級

 

優
勝
　
垂
石
　
優
也
 
ớ
山

辺

中
Ờ

　
　
ラ
イ
ト
ウ
ỻ
ル
タ
ồ
級

 

優
勝
　
稲
葉
　
　
翔
 
ớ
山
形
六
中
Ờ

　
　
ウ
ỻ
ル
タ
ồ
級

 

優
勝
　
山
口
　
純
平
 
ớ
山
形
六
中
Ờ

　
　
ラ
イ
ト
フ
ラ
イ
級

 

２
位
　
鈴
木
　
寿
治
 
ớ
山
形
六
中
Ờ

　
　
ウ
ỻ
ル
タ
ồ
級

 

２
位
　
菅
原
　
大
翔
 
ớ
山
形
十
中
Ờ

　
　
ラ
イ
ト
フ
ラ
イ
級

 

３
位
　
渡
邉
　
拓
真
 
ớ
山
形
十
中
Ờ

　
　
ラ
イ
ト
級

 

３
位
　
新
関
　
優
斗
 
ớ
山
形
二
中
Ờ

　
　
ラ
イ
ト
級

 

３
位
　
高
橋
　
里
季
 
ớ
河

北

中
Ờ

　
　
ラ
イ
ト
ウ
ỻ
ル
タ
ồ
級

 

３
位
　
浅
野
目
　
瞬
 
ớ
東
根
二
中
Ờ

 男
子
ハ
ン
ド
ボ
ồ
ル
部
 

・
山
形
県
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

 

３
位

 水
泳
部
 

・
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

　
女
子

　
　
一
〇
〇
Ｍ
自
由
形
 

 

出
場
　
加
藤
　
優
奈
 
ớ
天
童
四
中
Ờ

　
　
二
〇
〇
Ｍ
自
由
形

 

出
場
　
東
海
林
の
ん
 
ớ
山
形
二
中
Ờ

　
　
四
〇
〇
Ｍ
自
由
形

 

出
場
　
東
海
林
の
ん
 
ớ
山
形
二
中
Ờ

　
　
四
〇
〇
Ｍ
自
由
形

 

出
場
　
齋
藤
　
実
来
 
ớ
大
石
田
中
Ờ

　
　
八
〇
〇
Ｍ
自
由
形

 

出
場
　
本
間
　
美
優
 
ớ
東
根
一
中
Ờ

　
　
一
〇
〇
Ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ

 

出
場
　
関
　
　
琴
音
 
ớ
天
童
一
中
Ờ

　
　
二
〇
〇
Ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ

 

出
場
　
関
　
　
琴
音
 
ớ
天
童
一
中
Ờ

　
　
二
〇
〇
Ｍ
個
人
メ
ド
レ
ồ

 

出
場
　
髙
梨
由
佳
里
 
ớ
天
童
二
中
Ờ

　
　
四
〇
〇
Ｍ
フ
リ
ồ
リ
レ
ồ
 

　
　
出
場
　
加
藤
・
東
海
林
・
齋
藤
実
・
髙
梨

　
　
八
〇
〇
Ｍ
フ
リ
ồ
リ
レ
ồ

　
　
出
場
　
東
海
林
・
齋
藤
実
・
髙
梨
・
佐
藤

・
全
国
Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ỿ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ỽ
ク

　
カ
ỽ
プ
夏
季
水
泳
競
技
大
会

　
女
子

　
　
Ｃ
Ｓ
 四
〇
〇
Ｍ
フ
リ
ồ
リ
レ
ồ

　
　
出
場
　
加
藤
・
東
海
林
・
齋
藤
実
・
髙
梨

　
　
　
 Ỗ
 　
歳
　
二
〇
〇
Ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ

15

16

 

出
場
　
関
　
　
琴
音
 
ớ
天
童
一
中
Ờ

・
東
北
高
等
学
校
選
手
権

　
女
子
 

学
校
対
抗
総
合
　
２
位

　
　
八
〇
〇
Ｍ
フ
リ
ồ
リ
レ
ồ
 
ớ
東
北
新

Ờ

　
　
優
勝
 　
東
海
林
・
佐
藤
・
髙
梨
・
齋
藤
実

　
　
四
〇
〇
Ｍ
自
由
形

 

優
勝
　
齋
藤
　
実
来
 
ớ
大
石
田
中
Ờ

　
　
四
〇
〇
Ｍ
フ
リ
ồ
リ
レ
ồ

　
　
２
位
　
加
藤
・
東
海
林
・
齋
藤
実
・
髙
梨

　
　
一
〇
〇
Ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ

 

２
位
　
関
　
　
琴
音
 
ớ
天
童
一
中
Ờ

　
　
二
〇
〇
Ｍ
自
由
形

 

３
位
　
東
海
林
の
ん
 
ớ
山
形
二
中
Ờ

　
　
四
〇
〇
Ｍ
自
由
形

 

３
位
　
東
海
林
の
ん
 
ớ
山
形
二
中
Ờ

　
　
八
〇
〇
Ｍ
自
由
形

 

３
位
　
本
間
　
美
優
 
ớ
東
根
一
中
Ờ

　
　
二
〇
〇
Ｍ
個
人
メ
ド
レ
ồ

 

３
位
　
髙
梨
由
佳
里
 
ớ
天
童
二
中
Ờ

　
　
二
〇
〇
Ｍ
自
由
形

 

４
位
　
齋
藤
　
実
来
 
ớ
大
石
田
中
Ờ

　
　
二
〇
〇
Ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ

 

４
位
　
関
　
　
琴
音
 
ớ
天
童
一
中
Ờ

　
　
五
〇
Ｍ
自
由
形

 

５
位
　
加
藤
　
優
奈
 
ớ
天
童
四
中
Ờ

　
　
一
〇
〇
Ｍ
自
由
形

 

５
位
　
加
藤
　
優
奈
 
ớ
天
童
四
中
Ờ

　
　
一
〇
〇
Ｍ
背
泳
ぎ

 

６
位
　
松
浦
　
心
叶
 
ớ
東
根
三
中
Ờ

　
　
四
〇
〇
Ｍ
自
由
形

 

７
位
　
本
間
　
美
優
 
ớ
東
根
一
中
Ờ

・
山
形
県
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

　
男
子

　
　
二
〇
〇
Ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ

 

２
位
　
大
江
　
奈
知
 
ớ
山
形
三
中
Ờ

　
　
二
〇
〇
Ｍ
背
泳
ぎ

 

３
位
　
加
川
虎
汰
龍
 
ớ
山
形
三
中
Ờ

　
　
一
〇
〇
Ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ

 

３
位
　
大
江
　
奈
知
 
ớ
山
形
三
中
Ờ

　
女
子

　
　
学
校
対
抗
総
合
 

優
勝

　
　
一
〇
〇
Ｍ
自
由
形

 

優
勝
　
加
藤
　
優
奈
 
ớ
天
童
四
中
Ờ

 

　
　
二
〇
〇
Ｍ
自
由
形

 

優
勝
　
東
海
林
の
ん
 
ớ
山
形
二
中
Ờ

　
　
一
〇
〇
Ｍ
背
泳
ぎ

 

優
勝
　
松
浦
　
心
叶
 
ớ
東
根
三
中
Ờ

　
　
一
〇
〇
Ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ

 

優
勝
　
関
　
　
琴
音
 
ớ
天
童
一
中
Ờ

　
　
二
〇
〇
Ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ

 

優
勝
　
関
　
　
琴
音
 
ớ
天
童
一
中
Ờ

　
　
二
〇
〇
Ｍ
個
人
メ
ド
レ
ồ

 

優
勝
　
髙
梨
由
佳
里
 
ớ
天
童
二
中
Ờ

　
　
八
〇
〇
Ｍ
フ
リ
ồ
リ
レ
ồ
 
ớ
大
会
新

Ờ

　
　
優
勝
 　
加
藤
・
齋
藤
実
・
東
海
林
・
髙
梨

　
　
四
〇
〇
Ｍ
メ
ド
レ
ồ
リ
レ
ồ

　
　
優
勝
　
松
浦
・
髙
梨
・
関
・
加
藤

　
　
四
〇
〇
Ｍ
フ
リ
ồ
リ
レ
ồ

　
　
優
勝
　
加
藤
・
東
海
林
・
齋
藤
実
・
髙
梨

　
　
五
〇
Ｍ
自
由
形

 

２
位
　
加
藤
　
優
奈
 
ớ
天
童
四
中
Ờ

　
　
二
〇
〇
Ｍ
自
由
形

 

２
位
　
齋
藤
　
実
来
 
ớ
大
石
田
中
Ờ

　
　
四
〇
〇
Ｍ
自
由
形

 

２
位
　
齋
藤
　
実
来
 
ớ
大
石
田
中
Ờ

　
　
八
〇
〇
Ｍ
自
由
形

 

２
位
　
本
間
　
美
優
 
ớ
東
根
一
中
Ờ

　
　
二
〇
〇
Ｍ
背
泳
ぎ

 

２
位
　
松
浦
　
心
叶
 
ớ
東
根
三
中
Ờ

　
　
一
〇
〇
Ｍ
自
由
形

 

３
位
　
髙
梨
由
佳
里
 
ớ
天
童
二
中
Ờ

　
　
二
〇
〇
Ｍ
自
由
形

 

３
位
　
齋
藤
　
遥
奈
 
ớ
陵

南

中
Ờ

　
　
四
〇
〇
Ｍ
自
由
形

 

３
位
　
東
海
林
の
ん
 
ớ
山
形
二
中
Ờ

・
国
民
体
育
大
会
山
形
県
予
選
会

　
男
子

　
　
少
年
男
子
Ａ
二
〇
〇
Ｍ
背
泳
ぎ

 

優
勝
　
加
川
虎
汰
龍
 
ớ
山
形
三
中
Ờ

　
　
少
年
男
子
Ａ
五
〇
Ｍ
自
由
形

 

２
位
　
大
江
　
奈
知
 
ớ
山
形
三
中
Ờ

 

部
活
動
報
告

部
活
動
報
告

部
活
動
報
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広 報 日 大 山 形 平成30年10月１日（5）

　
　
少
年
男
子
Ａ
二
〇
〇
Ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ

 

２
位
　
大
江
　
奈
知
 
ớ
山
形
三
中
Ờ

　
　
少
年
男
子
Ｂ
五
〇
Ｍ
自
由
形

 

３
位
　
佐
藤
　
晧
芽
 
ớ
山
形
三
中
Ờ

　
女
子

　
　
少
年
女
子
Ａ
一
〇
〇
Ｍ
自
由
形

 

優
勝
　
髙
梨
由
佳
理
 
ớ
天
童
二
中
Ờ

　
　
少
年
女
子
Ａ
二
〇
〇
Ｍ
背
泳
ぎ

 

優
勝
　
松
浦
　
心
叶
 
ớ
東
根
三
中
Ờ

　
　
少
年
女
子
Ｂ
五
〇
Ｍ
自
由
形

 

優
勝
　
加
藤
　
優
奈
 
ớ
天
童
四
中
Ờ

　
　
少
年
女
子
Ｂ
一
〇
〇
Ｍ
自
由
形

 

優
勝
　
加
藤
　
優
奈
 
ớ
天
童
四
中
Ờ

　
　
女
子
四
〇
〇
Ｍ
自
由
形

 

２
位
　
関
　
　
琴
音
 
ớ
天
童
一
中
Ờ

　
　
少
年
女
子
Ａ
一
〇
〇
Ｍ
自
由
形

 

２
位
　
東
海
林
の
ん
 
ớ
山
形
二
中
Ờ

　
　
少
年
女
子
Ａ
二
〇
〇
Ｍ
背
泳
ぎ

 

２
位
　
髙
梨
由
佳
理
 
ớ
天
童
二
中
Ờ

　
　
女
子
四
〇
〇
Ｍ
自
由
形

 

３
位
　
東
海
林
の
ん
 
ớ
山
形
二
中
Ờ

　
　
少
年
女
子
Ｂ
五
〇
Ｍ
自
由
形

 

３
位
　
柴
崎
ひ
な
た
 
ớ
天
童
三
中
Ờ

　
　
少
年
女
子
Ｂ
一
〇
〇
Ｍ
自
由
形

 

３
位
　
柴
崎
ひ
な
た
 
ớ
天
童
三
中
Ờ

 男
子
テ
ニ
ス
部
 

・
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

　
団
体
 

出
場

　
シ
ン
グ
ル
ス

 

出
場
　
五
味
　
一
貴
 
ớ
山
形
六
中
Ờ

 

網
代
　
　
凱
 
ớ
米
沢
四
中
Ờ

・
東
北
高
等
学
校
テ
ニ
ス
選
手
権
大
会

　
団
体
 

２
位

　
シ
ン
グ
ル
ス
 

 

出
場
　
五
味
　
一
貴
 
ớ
山
形
六
中
Ờ

 

網
代
　
　
凱
 
ớ
米
沢
四
中
Ờ

　
ダ
ブ
ル
ス

 

出
場
　
五
味
　
一
貴
 
ớ
山
形
六
中
Ờ

 

網
代
　
　
凱
 
ớ
米
沢
四
中
Ờ

・
山
形
県
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

　
団
体
 

優
勝

　
シ
ン
グ
ル
ス
 

 

優
勝
　
五
味
　
一
貴
 
ớ
山
形
六
中
Ờ

　
シ
ン
グ
ル
ス
 

 

２
位
　
網
代
　
　
凱
 
ớ
米
沢
四
中
Ờ

　
ダ
ブ
ル
ス

 

優
勝
　
五
味
　
一
貴
 
ớ
山
形
六
中
Ờ

 

網
代
　
　
凱
 
ớ
米
沢
四
中
Ờ

　
ダ
ブ
ル
ス

 

３
位
　
須
藤
　
海
翔
 
ớ
神

町

中
Ờ

 

高
木
　
雄
汰
 
ớ
神

町

中
Ờ

 ゴ
ル
フ
部
 

・
東
北
ジ
ỿ
ニ
ア
ゴ
ル
フ
選
手
権
競
技

　
　
８
位
　
池
田
　
太
郎
 
ớ
酒
田
二
中
Ờ

・
全
国
高
等
学
校
ゴ
ル
フ
選
手
権
大
会

　
東
北
予
選

　
団
体
 

　
　
４
位
　
池
田
・
工
藤
・
中
村

・
東
北
総
合
体
育
大
会

　
団
体
　
３
位
　
山
形
県
チ
ồ
ム

 

ớ
工
藤
・
池
田
Ờ

・
東
北
ア
マ
チ
ỿ
ア
ゴ
ル
フ
選
手
権

　
大
会

 

出
場
　
池
田
　
太
郎
 
ớ
酒
田
二
中
Ờ

 

工
藤
　
大
河
 
ớ
神

町

中
Ờ

・
山
形
県
ジ
ỿ
ニ
ア
ゴ
ル
フ
大
会

 

優
勝
　
池
田
　
太
郎
 
ớ
酒
田
二
中
Ờ

 

３
位
　
工
藤
　
大
河
 
ớ
神

町

中
Ờ

・
東
北
総
合
体
育
大
会
山
形
県
予
選

　
ゴ
ル
フ
競
技

 

優
勝
　
工
藤
　
大
河
 
ớ
神

町

中
Ờ

 

３
位
　
池
田
　
太
郎
 
ớ
酒
田
二
中
Ờ

 女
子
テ
ニ
ス
部
 

・
東
北
高
等
学
校
テ
ニ
ス
選
手
権
大
会

　
団
体
 

３
位

　
シ
ン
グ
ル
ス
 

 

３
位
　
寒
河
江
ひ
よ
り

 
ớ
米
沢
七
中
Ờ

 

・
東
北
ジ
ỿ
ニ
ア
テ
ニ
ス
選
手
権
大
会

　
シ
ン
グ
ル
ス

 
ベ
ス
ト
８

　
寒
河
江
ひ
よ
り

 
ớ
米
沢
七
中
Ờ

　
シ
ン
グ
ル
ス

 

出
場
　
高
柳
　
飛
鳥
 
ớ
天
童
三
中
Ờ

 

阿
部
　
佑
名
 
ớ
山
形
六
中
Ờ

　
ダ
ブ
ル
ス
 

 

出
場
　
寒
河
江
ひ
よ
り

 
ớ
米
沢
七
中
Ờ

 

佐
藤
　
可
菜
 
ớ
山
形
三
中
Ờ

・
山
形
県
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

　
団
体
戦
 

３
位

　
シ
ン
グ
ル
ス

 

３
位
　
寒
河
江
ひ
よ
り

 
ớ
米
沢
七
中
Ờ

　
ダ
ブ
ル
ス

 

３
位
　
寒
河
江
ひ
よ
り

 
ớ
米
沢
七
中
Ờ

 

佐
藤
　
可
菜
 
ớ
山
形
三
中
Ờ

　
ダ
ブ
ル
ス
 

 

３
位
　
高
柳
　
飛
鳥
 
ớ
天
童
三
中
Ờ

 

阿
部
　
佑
名
 
ớ
山
形
六
中
Ờ

 女
子
ハ
ン
ド
ボ
ồ
ル
部
 

・
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

 

出
場

・
東
北
高
等
学
校
ハ
ン
ド
ボ
ồ
ル
選
手

権
大
会
 

出
場

・
東
北
総
合
体
育
大
会
 

３
位

・
山
形
県
県
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

 

優
勝

　
文
　
化
　
部

 吹
奏
楽
部
 

・
全
日
本
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ồ
ル

　
山
形
県
大
会
 

金
賞

・
全
日
本
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ồ
ル

　
東
北
大
会
 

銀
賞

 放
送
部
 

・
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
・
放
送

部
門

　
ビ
デ
オ
メ
ỽ
セ
ồ
ジ
部
門
 

出
場

　
Ｃ
Ｍ
部
門
 

出
場

・
Ｎ
Ｈ
Ｋ
杯
全
国
高
校
放
送
コ
ン
テ
ス
ト

　
テ
レ
ビ
ド
キ
ỿ
メ
ン
ト
部
門
 　
出
場

　
ラ
ジ
オ
ド
キ
ỿ
メ
ン
ト
部
門
 　
出
場

　
朗
読
部
門
 

出
場

 

柴
崎
　
秀
斗
 
ớ
山
大
附
中
Ờ

・
山
形
県
高
校
放
送
コ
ン
テ
ス
ト

　
テ
レ
ビ
ド
キ
ỿ
メ
ン
ト
部
門
 
２
位

　
ラ
ジ
オ
ド
キ
ỿ
メ
ン
ト
部
門
 
２
位

　
朗
読
部
門
 

３
位

 

柴
崎
　
秀
斗
 
ớ
山
大
附
中
Ờ

 ダ
ン
ス
ド
リ
ル
部
 

・
全
国
高
等
学
校
ダ
ン
ス
ド
リ
ル
選
手
権

　
大
会

　
ノ
ヴ
ỻ
ル
テ
ỹ
部
門
 

２
位

　
ソ
ン
グ
リ
ồ
ダ
ồ
部
門

　
ｓ
ｍ
ａ
ｌ
ｌ
編
成
 

出
場

　
Ｐ
Ｏ
Ｍ
部
門

　
Ｍ
ｅ
ｄ
ｉ
ｕ
ｍ
編
成
 

４
位

・
全
国
高
等
学
校
ダ
ン
ス
ド
リ
ル
選
手
権

大
会
東
北
大
会

　
ノ
ヴ
ỻ
ル
テ
ỹ
部
門
 

優
勝

　
ソ
ン
グ
リ
ồ
ダ
ồ
部
門

　
ｓ
ｍ
ａ
ｌ
ｌ
編
成
 

優
勝

　
Ｐ
Ｏ
Ｍ
部
門

　
Ｍ
ｅ
ｄ
ｉ
ｕ
ｍ
編
成
 

２
位

 写
真
部
 

・
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
・
写
真

部
門

　
山
川
　
凛
花
 
ớ
上
山
南
中
Ờ
出
場

　
田
中
　
日
菜
 
ớ
山
形
一
中
Ờ
出
場

　
七
月
二
二
日
に
静
岡
県
で

行
わ
れ
た
全
日
本
一
輪
車
競

技
大
会
で
二
年
生
の
石
黒
克

樹
君
 
ớ
酒
田
東
部
中
Ờ
 が
四
〇

〇
Ｍ
と
障
害
物
ス
プ
リ
ン
ト

に
お
い
て
優
勝
し
た
Ố
そ
の

後
ỏ
八
月
一
日
か
ら
九
日
に

韓
国
の
安
山
ワ
ồ
ス
タ
ジ
ア

ム
で
開
催
さ
れ
た
世
界
大
会

Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｎ
　
の
一
〇
〇

19

Ｍ×

 
四
リ
レ
ồ
に
お
い
て
世

界
一
に
輝
い
た
Ố
石
黒
君
は

ủ
今
回
ỏ初
め
て
の
世
界
大
会

で
練
習
の
成
果
を
出
す
こ
と

が
出
来
た
Ố
次
の
イ
タ
リ
ア

で
開
催
さ
れ
る
世
界
大
会
で

も
優
勝
を
目
指
し
た
い
ỐỨと

語
り
ỏ
世
界
一
の
喜
び
を
か
み

し
め
な
が
ら
ỏ
視
線
は
次
の
世

界
大
会
を
見
据
え
て
い
た
Ố

　ủ
第
七
十
回
毎
日
書
道
展
Ứ

の
受
賞
者
が
発
表
さ
れ
ỏ
近

代
詩
文
書
の
部
で
ỏ
本
校
国

語
科
の
奥
山
秀
則
 
ớ
秀
山
Ờ
 教

諭
が
二
年
連
続
で
公
募
最
高

賞
の
ủ
毎
日
賞
Ứ
に
選
ば
れ

た
Ố
受
賞
作
は
斉
藤
斎
藤
氏

の
短
歌
を
六
尺×

 
二
尺
の
紙

に
表
現
し
た
Ố
受
賞
に
つ
い

て
奥
山
教
諭
は
ỏủ
二
年
連
続

の
受
賞
と
い
う
こ
と
で
ỏ
驚

き
と
恐
縮
の
思
い
で
す
Ố
昨

年
に
負
け
な
い
作
品
づ
く
り

を
目
指
し
ま
し
た
の
で
ỏ
評

価
い
た
だ
き
う
れ
し
く
思
い

ま
す
Ố
今
後
も
自
己
研
鑚
に

励
み
ỏ
精
進
い
た
し
ま
す
ỐỨ

と
語
ỳ
て
い
る
Ố

　
奥
山
教
諭
は
昨
年
十
一
月

に
ủ
日
展
Ứ
に
お
い
て
も
入

選
を
果
た
し
て
い
る
Ố
受
賞

作
品
は
ỏ
東
京
で
の
展
示
が

終
わ
り
ỏ
十
月
三
日
か
ら
山

形
美
術
館
で
開
催
の
ủ
毎
日

書
道
展
東
北
山
形
展
Ứ
に
展

示
さ
れ
る
Ố

一
輪
車
で
世
界
一

毎
日
賞
受
賞

毎
　
日

書
道
展
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七
月
二
八
日
か
ら
八
月
二

二
日
ま
で
の
二
六
日
間
ỏ
原

子
核
物
理
ỏ
素
粒
子
物
理
に

つ
い
て
の
教
育
的
知
見
を
広

め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
ỏ

フ
ラ
ン
ス
と
ス
イ
ス
を
訪
れ

た
Ố
中
で
も
今
回
の
訪
問
の

メ
イ
ン
と
な
ỳ
た
の
は
ỏ
ス

イ
ス
・
ジ
ỿ
ネ
ồ
ヴ
に
あ
る

世
界
的
に
有
名
な
素
粒
子
研

究
機
関
Ｃ
Ｅ
Ｒ
Ｎ
ớ
日
本

名：

欧
州
原
子
核
研
究
機

構
Ờ
で
ỏ
八
月
五
日
か
ら
八

月
十
八
日
の
二
週
に
渡
ỳ
て

行
な
わ
れ
た
Ｉ
Ｔ
Ｗ
２
０
１

８
ớInternationa

            l   T
eacher

 
       

W
eeks

Program
m

 
            
 e

 Ờ
へ
の
参

加
で
あ
る
Ố
こ
の
Ｉ
Ｔ
Ｗ
プ

ロ
グ
ラ
ム
は
研
究
機
関
と
教

育
現
場
を
結
び
つ
け
よ
う
と

始
ま
ỳ
た
も
の
で
ỏ
一
九
九

八
年
か
ら
実
施
さ
れ
て
い
る
Ố

毎
年
世
界
中
か
ら
多
く
の
高

校
物
理
教
員
が
集
ま
り
ỏ
今

年
は
三
五
ἃ
国
か
ら
四
六
名

の
参
加
が
あ
ỳ
た
Ố
日
本
か

ら
は
私
一
人
の
参
加
で
あ
ỳ

た
Ố
年
齢
層
は
二
五
歳
か
ら

五
八
歳
ま
で
と
幅
広
く
ỏ
ま

た
意
外
に
も
女
性
の
参
加
者

が
十
七
名
と
多
か
ỳ
た
Ố

　
Ｃ
Ｅ
Ｒ
Ｎ
で
は
研
究
者
や

エ
ン
ジ
ニ
ア
ỏ
プ
ロ
グ
ラ

マ
ồ
な
ど
多
様
な
人
々
が
協

力
し
あ
い
ỏ
人
類
ỏ
地
球
ỏ

宇
宙
の
未
だ
謎
に
包
ま
れ
て

い
る
事
象
の
解
明
に
向
け
ỏ

素
粒
子
や
ダ
ồ
ク
マ
タ
ồ
ỏ

反
物
質
な
ど
の
研
究
が
盛
ん

に
行
わ
れ
て
い
る
Ố
研
究
に

は
地
下
五
〇
ｍ
Ỗ
一
五
〇
ｍ

に
埋
め
ら
れ
た
Ｌ
Ｈ
Ｃ
ớ
大

型
ハ
ド
ロ
ン
衝
突
型
加
速

器
Ờ
と
呼
ば
れ
る
全
長
二
十

七
娃
ớ
直
径
八
娃
Ờ
の
円
形

の
世
界
最
大
の
加
速
器
と
ỏ

そ
の
加
速
器
で
生
じ
た
反
応

を
読
み
取
る
Ａ
Ｔ
Ｌ
Ａ
Ｓ
ỏ

Ｃ
Ｍ
Ｓ
と
い
ỳ
た
検
出
器
が

用
い
ら
れ
る
Ố
こ
れ
ら
は
二

〇
一
二
年
に
ỏ
物
質
に
質
量

が
生
じ
る
原
因
を
も
た
ら
す

と
い
わ
れ
る
ヒ
ỽ
グ
ス
粒
子

の
発
見
に
大
き
く
貢
献
し
て

い
る
Ố
ま
た
Ｃ
Ｅ
Ｒ
Ｎ
は
高

度
な
分
析
技
術
や
プ
ロ
グ
ラ

ミ
ン
グ
技
術
を
有
し
て
お
り
ỏ

今
で
は
欠
か
す
こ
と
の
出
来

な
い
Ｈ
Ｔ
Ｍ
Ｌ
形
式
文
章
や

W
orld

W
ide
W
eb

 
      
     
  ớ
ｗ
ｗ
ｗ
ỏ

イ
ン
タ
ồ
ネ
ỽ
ト
を
利
用
す

る
仕
組
み
Ờ
を
生
み
出
す
な

ど
情
報
通
信
分
野
で
も
偉
大

な
功
績
を
残
し
て
い
る
Ố

　
こ
の
よ
う
な
素
晴
ら
し
い

場
所
で
行
わ
れ
た
Ｉ
Ｔ
Ｗ
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
主
な
内
容
は
ỏ

素
粒
子
物
理
に
関
す
る
知
識

を
深
め
る
た
め
の
講
義
ỏ
最

先
端
の
研
究
に
触
れ
る
た
め

に
実
験
・
研
究
施
設
へ
の
見

学
ỏ
テ
ồ
マ
ご
と
に
分
か
れ

て
行
う
グ
ル
ồ
プ
ワ
ồ
ク
で

あ
ỳ
た
Ố
講
義
や
日
常
会
話

は
当
然
全
て
英
語
で
行
わ
れ
ỏ

最
初
の
頃
は
聴
き
取
る
だ
け

で
精
一
杯
で
あ
ỳ
た
が
ỏ
こ

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
出
来
た
友

人
た
ち
の
お
陰
も
あ
り
二
ỏ

三
日
も
す
れ
ば
な
ん
と
か
つ

い
て
い
け
る
よ
う
に
な
ỳ
た
Ố

平
日
は
講
義
ỏ
施
設
見
学
ỏ

グ
ル
ồ
プ
ワ
ồ
ク
で
毎
日
予

定
が
詰
ま
ỳ
て
お
り
ỏ
ま
る

で
学
生
時
代
に
戻
ỳ
た
よ
う

な
気
持
ち
で
日
々
を
過
ご
し

た
Ố
プ
ロ
グ
ラ
ム
最
終
日
に

行
わ
れ
た
グ
ル
ồ
プ
発
表
で

は
ỏ
英
語
で
上
手
に
説
明
で

き
る
の
か
と
不
安
を
抱
き
な

が
ら
ỏ
パ
ワ
ồ
ポ
イ
ン
ト
を

使
ỳ
た
プ
レ
ゼ
ン
は
大
学
院

時
代
以
来
久
し
振
り
と
い
う

こ
と
も
あ
ỳ
て
緊
張
し
た
が
ỏ

無
事
に
発
表
を
終
え
る
こ
と

が
で
き
た
Ố
発
表
後
ỏ
グ
ル
ồ

プ
の
メ
ン
バ
ồ
と
ハ
イ
タ
ỽ

チ
を
し
た
こ
と
は
と
て
も
良

い
思
い
出
で
あ
る
Ố

　
大
変
濃
い
学
び
を
さ
せ
て

も
ら
ỳ
た
が
専
門
的
な
知
識

を
得
る
ば
か
り
で
な
く
ỏ
親

睦
を
深
め
る
た
め
に
企
画
さ

れ
た
レ
ク
リ
エ
ồ
シ
ἀ
ン
や
ỏ

休
み
時
間
ỏ
食
事
の
時
間
ỏ

休
日
の
遠
出
な
ど
ỏ
あ
ら
ゆ

る
場
面
で
沢
山
話
し
ỏ
笑
い
ỏ

歌
い
ỏ
時
に
は
真
剣
に
教
育

に
つ
い
て
討
論
を
し
ỏ
一
生

忘
れ
る
こ
と
の
で
き
な
い
大

切
な
も
の
を
得
る
こ
と
が
で

き
た
Ố
そ
し
て
Ｉ
Ｔ
Ｗ
プ
ロ

グ
ラ
ム
参
加
を
通
し
て
ỏ
物

理
の
意
外
な
新
た
な
魅
力
を

発
見
す
る
こ
と
が
で
き
た
Ố

そ
れ
は
ỏ
お
互
い
に
国
や
年

齢
が
違
ỳ
て
い
て
も
物
理
を

知
ỳ
て
い
る
だ
け
で
ỏ
新
た

な
技
術
や
製
品
ỏ
研
究
ỏ
身

の
回
り
で
起
こ
る
現
象
に
つ

い
て
一
緒
に
楽
し
み
を
共
有

で
き
る
こ
と
で
あ
る
Ố
プ
ロ

グ
ラ
ム
期
間
中
ỏ
物
理
ネ
タ

で
何
度
も
笑
い
が
起
き
た
の

は
面
白
い
経
験
だ
ỳ
た
Ố
ま

た
ỏ
英
語
の
重
要
性
に
つ
い

て
も
再
認
識
し
た
二
週
間
で

あ
ỳ
た
Ố
英
語
が
母
語
話
者

で
は
な
い
参
加
者
が
ほ
と
ん

ど
で
あ
ỳ
た
が
ỏ
英
語
が
あ

る
か
ら
こ
そ
全
員
が
コ
ミ
ỿ

ニ
ケ
ồ
シ
ἀ
ン
を
取
る
こ
と

が
で
き
た
Ố
ま
た
ỏジ
ỿ
ネ
ồ

ヴ
以
外
に
訪
れ
た
街
で
も
ỏ

店
員
は
皆
英
語
を
話
す
こ
と

が
で
き
ỏ
文
字
が
フ
ラ
ン
ス

語
や
ド
イ
ツ
語
で
書
か
れ
て

い
て
も
英
語
と
表
現
が
似
た

も
の
で
あ
れ
ば
な
ん
と
な
く

理
解
で
き
た
Ố
や
は
り
ỏ
英

語
は
最
大
の
武
器
に
な
る
の

だ
と
強
く
感
じ
た
Ố

　
大
変
貴
重
な
機
会
を
与
え

て
く
だ
さ
ỳ
た
学
校
と
Ｃ
Ｅ

Ｒ
Ｎ
ỏ
Ｉ
Ｔ
Ｗ
２
０
１
８
の

企
画
者Jeff

W
ien
er

      
   
  氏
ỏ
そ

し
て
Ｉ
Ｔ
Ｗ
２
０
１
８
で
出

会
ỳ
た
四
十
五
人
の
仲
間
た

ち
に
ỏ
こ
の
場
を
借
り
て
心

か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
Ố

　
八
月
三
十
日
の
山
形
県
北

部
を
襲
ỳ
た
豪
雨
に
伴
い
ỏ

床
上
浸
水
し
た
家
屋
の
復
旧

ボ
ラ
ン
テ
ỹ
ア
と
し
て
本
校

柔
道
部
十
一
名
が
九
月
二
日
ỏ

戸
沢
村
蔵
岡
地
区
に
出
向
き
ỏ

精
力
的
に
働
い
た
Ố

　
当
日
は
床
上
浸
水
し
た
家

屋
か
ら
家
財
道
具
を
部
屋
か

ら
外
に
運
ぶ
作
業
や
ỏ
床
下

に
た
ま
ỳ
た
泥
を
運
び
出
す

作
業
を
中
心
に
行
ỳ
た
Ố

ニ
ỿ
ồ
ス
な
ど
で
見
て
い
た

被
害
と
ỏ
実
際
に
目
で
見
る

被
害
に
は
大
き
な
差
が
あ
り
ỏ

部
員
た
ち
は
黙
々
と
作
業
に

あ
た
ỳ
た
Ố
住
民
か
ら
は
感

謝
の
言
葉
を
か
け
ら
れ
ỏ
人

と
人
と
の
繋
が
り
の
大
切
さ
ỏ

地
域
で
協
力
す
る
大
切
さ
を

ひ
し
ひ
し
と
感
じ
て
き
た
Ố

日
本
大
学
付
属
高
等
学
校

特
待
生

　
黒
沼
　
南
帆ớ
大
石
田
中
Ờ

　
南
幅
　
大
空ớ
山
大
附
中
Ờ

　
大
津
　
優
花ớ
山
形
四
中
Ờ

　
高
橋
駿
太
朗ớ
山
大
附
中
Ờ

日
本
大
学
山
形
高
等
学
校

奨
学
生

　
阿
部
　
真
珠
ớ
酒
田
東
部
中
Ờ

　
阿
部
　
有
希ớ
山
形
一
中
Ờ

　
須
貝
　
祐
也ớ
上
山
南
中
Ờ

　
佐
々
木
　
巌ớ
山
形
六
中
Ờ

　
土
屋
　
実
優ớ
天
童
四
中
Ờ

　
齋
藤
　
　
瑞ớ
山
形
一
中
Ờ

　
小
林
　
　
杏ớ
山
形
四
中
Ờ

　
安
達
　
太
亮ớ
東
根
二
中
Ờ

　
市
村
　
夏
希ớ
山
形
五
中
Ờ

　
髙
松
　
大
暉ớ
天
童
一
中
Ờ

　
大
沼
　
裕
介ớ
天
童
一
中
Ờ

　
佐
藤
　
輝
幸ớ
神

町

中
Ờ

日
本
大
学
山
形
高
等
学
校

コ
カ
・
コ
ồ
ラ
育
英
奨
学
生

　
阿
部
　
一
亜ớ
福

原

中
Ờ

　
藤
田
　
恭
大ớ
神

町

中
Ờ

　
松
田
　
瑞
希ớ
山
形
五
中
Ờ

　
小
山
田
航
佑ớ
河

北

中
Ờ

　
大
西
　
未
准ớ
山
形
六
中
Ờ

　
須
賀
川
琴
音ớ
河

北

中
Ờ

35 ヶ国46名の物理教師達と＠CERN

海
外
研
修
報
告
理
科（
物
理
）教
諭

　

得
　
田
　
志
　
保

柔
道
部

柔
道
部

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

活
躍
!!

特待生
奨学生
決 定
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広 報 日 大 山 形 平成30年10月１日（7）

確
か
な
一
歩

一
年
十
組
　
阿
部
　
有
希

ớ
山
形
一
中
Ờ

　
ủ
英
語
は
話
す
も
の
Ố
Ứ
ỏ
こ

れ
が
今
回
の
サ
マ
ồ
プ
ロ
グ

ラ
ム
で
一
番
実
感
し
ỏ
考
え

さ
せ
ら
れ
た
こ
と
で
す
Ố
こ

の
よ
う
に
感
じ
た
大
き
な
要

因
と
な
ỳ
た
ỏ
実
際
の
授
業

で
印
象
深
か
ỳ
た
こ
と
を
二

つ
挙
げ
ま
す
Ố
一
つ
目
は
ỏ

英
語
は
た
だ
文
法
を
理
解
し

て
単
語
ご
と
に
話
す
も
の
で

は
な
く
ỏ
つ
な
げ
た
上
で
名

詞
や
動
詞
等
を
強
調
す
る
よ

う
に
話
す
と
い
う
こ
と
Ố
二

つ
目
は
ỏ
日
常
会
話
の
中
で

常
に
日
本
語
を
英
語
に
置
き

換
え
た
り
ỏ
毎
日
些
細
な
こ

と
で
も
ỏ
英
語
で
日
記
を
つ

け
た
り
し
て
ỏ
英
語
に
興
味

を
も
つ
こ
と
Ố
こ
れ
ら
は
当

た
り
前
の
事
だ
と
思
ỳ
て
い

た
だ
け
で
ỏ
実
際
に
行
動
し

て
い
な
か
ỳ
た
こ
と
に
気
づ

か
さ
れ
ま
し
た
Ố

　
ま
た
ỏ
日
本
大
学
な
ら
で

は
の
ỏ
付
属
高
校
生
同
士
の

特
別
な
交
流
が
で
き
ま
し
た
Ố

そ
し
て
ỏ
現
地
の
方
々
が
あ

た
た
か
く
接
し
て
く
れ
た
お

か
げ
で
ỏ
居
心
地
良
く
十
八

日
間
を
過
ご
せ
ま
し
た
Ố

　
今
回
の
ケ
ン
ブ
リ
ỽ
ジ
語

学
研
修
は
ỏ
本
当
に
こ
れ
ま

で
に
な
い
新
鮮
な
日
々
ば
か

り
で
ỏ
貴
重
な
人
生
経
験
に

な
り
ま
し
た
Ố
こ
の
貴
重
な

経
験
を
ỏ
未
来
の
自
身
の
成

長
に
活
か
し
て
い
き
た
い
 

で
す
Ố

研
修
を
通
し
て

　
　
変
わ
る
自
分

一
年
十
一
組
　
阿
部
　
一
亜

ớ
福
原
中
Ờ

　
私
は
語
学
研
修
生
徒
の
一

員
と
し
て
ỏ
こ
の
夏
ỏ
付
属

高
校
生
の
サ
マ
ồ
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
参
加
し
ỏ
ケ
ン
ブ
リ
ỽ

ジ
大
学
ペ
ン
ブ
ル
ỽ
ク
カ

レ
ỽ
ジ
で
ỏ
十
八
日
間
過
ご

し
て
き
ま
し
た
Ố
こ
の
研
修

を
通
じ
て
ỏ
英
語
力
を
さ
ら

に
身
に
付
け
た
い
と
い
う
こ

と
も
目
標
の
一
つ
と
し
て
あ

り
ま
し
た
が
ỏ
自
分
の
内
気

な
性
格
を
治
し
た
い
と
い
う

こ
と
を
主
な
目
標
と
し
て
参

加
し
ま
し
た
Ố

　
最
初
は
不
安
な
気
持
ち
で

い
ỳ
ぱ
い
で
し
た
Ố
で
す
が
ỏ

日
が
経
つ
に
つ
れ
ỏ
他
の
付

属
高
校
生
と
も
打
ち
解
け
合

い
ỏ
授
業
の
内
容
も
よ
り
明

確
に
理
解
す
る
こ
と
が
で
き

て
い
き
ま
し
た
Ố
授
業
で
は
ỏ

ủ
英
語
以
外
の
言
語
を
喋
ỳ

て
は
な
ら
な
い
Ứ
と
い
う

ル
ồ
ル
が
あ
り
ま
し
た
が
ỏ

ゲ
ồ
ム
形
式
や
演
劇
を
行
う

な
ど
の
実
践
型
の
授
業
で
ỏ

楽
し
く
英
語
を
学
び
ま
し
た
Ố

ま
た
ỏ
Ｐ
Ａ
ア
ク
テ
ỹ
ビ

テ
ỹ
と
い
う
Ｐ
Ａ
ớ
プ
ロ
グ

ラ
ム
・
ア
シ
ス
タ
ン
ト
Ờ
が

用
意
し
て
く
だ
さ
ỳ
た
放
課

後
の
活
動
で
は
ỏ
現
地
の
学

生
と
の
交
流
を
深
め
ま
し
た
Ố

こ
の
よ
う
な
経
験
を
通
じ
て
ỏ

日
本
と
は
違
う
イ
ギ
リ
ス
の

文
化
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
Ố

　
今
回
の
語
学
研
修
で
ỏ
内

気
な
性
格
を
少
し
は
克
服
す

る
こ
と
が
で
き
た
と
感
じ
て

い
ま
す
Ố
そ
し
て
ỏ
英
語
力

を
鍛
え
る
こ
と
も
で
き
ỏ
今

回
の
語
学
研
修
に
参
加
し
て

本
当
に
良
か
ỳ
た
で
す
Ố
こ

の
経
験
を
ỏ
こ
れ
か
ら
の
高

校
生
活
に
活
か
し
て
い
き
た

い
で
す
Ố

　
七
月
十
八
日
Ỗ
八
月
四

日
ỏ
イ
ギ
リ
ス
の
ケ
ン
ブ

リ
ỽ
ジ
大
学
ペ
ン
ブ
ル
ỽ

ク
カ
レ
ỽ
ジ
に
て
ỏ
日
本

大
学
付
属
高
校
生
の
た
め

の
語
学
研
修
が
実
施
さ
れ

た
Ố
日
本
大
学
で
は
ỏ
全

国
の
付
属
高
校
生
を
対
象

に
ủ
サ
マ
ồ
・
プ
ロ
グ
ラ

ム
Ứ
と
ủ
イ
ồ
ス
タ
ồ
・

プ
ロ
グ
ラ
ム
Ứ
を
毎
年
実

施
し
て
い
る
Ố
現
地
の
学

生
だ
け
で
な
く
ỏ
普
段
交

流
す
る
機
会
の
少
な
い
日

本
大
学
付
属
高
校
生
同
士

の
親
睦
も
深
め
る
研
修
と

な
り
ỏ
生
徒
た
ち
は
充
実

し
た
日
々
を
過
ご
し
た
Ố

ケンブリッジの学生に囲まれて
中央が阿部くん

ケンブリッジの学生とともに
中央左が阿部さん

　
今
年
度
の
日
本
大
学
付
属

高
校
生
サ
ミ
ỽ
ト
が
ỏ
八
月

一
日
か
ら
三
日
ま
で
ỏ
長
野

県
軽
井
沢
町
に
あ
る
日
本
大

学
軽
井
沢
研
修
所
で
開
催
さ

れ
た
Ố
生
徒
会
役
員
の
生
徒

が
一
堂
に
会
し
ỏ情
報
交
換
・

共
通
認
識
の
深
化
・
企
画
の

具
現
化
を
目
指
す
も
の
で
 

あ
る
Ố

　
今
年
度
の
テ
ồ
マ
はủứ
共

生
Ừ
儿
 私
た
ち
は
ど
う
生
き

る
の
か
 儿
ỨỐ
参
加
生
徒
を

四
つ
の
グ
ル
ồ
プ
に
分
け
意

見
交
換
し
ỏ
考
え
を
ま
と
め

発
表
し
た
Ố

　
三
日
間
と
い
う
短
い
時
間

の
中
で
の
交
流
を
通
じ
ỏ
さ

ま
ざ
ま
な
考
え
に
触
れ
た
こ

と
は
ỏ
参
加
生
徒
の
リ
ồ

ダ
ồ
と
し
て
の
資
質
を
高
め

る
有
意
義
な
研
修
と
な
ỳ
た
Ố

　
二
年
　
安
　
達
　
な
つ
み

ớ
山
形
九
中
Ờ　

　
話
し
合
い
の
中
で
は
ỏ
被

災
さ
れ
た
方
と
の
共
生
ỏ
高

齢
者
や
障
が
い
を
持
た
れ
て

い
る
方
と
の
共
生
ỏ
自
然
環

境
と
の
共
生
ỏ
二
〇
二
〇
年

に
開
催
さ
れ
る
東
京
オ
リ
ン

ピ
ỽ
ク
を
見
据
え
外
国
の
方

と
の
共
生
な
ど
ỏ
さ
ま
ざ
ま

な
ủ
共
生
Ứ
に
つ
い
て
意
見

交
換
を
し
ま
し
た
Ố
プ
レ
ゼ

ン
テ
ồ
シ
ἀ
ン
に
向
け
各
グ

ル
ồ
プ
が
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
に

な
ỳ
て
の
話
し
合
い
は
ỏ
よ

い
経
験
に
な
り
ま
し
た
Ố
三

日
間
を
通
じ
ỏ
共
に
学
ぶ
楽

し
さ
ỏ
共
に
頑
張
る
こ
と
が

で
き
る
嬉
し
さ
や
絆
を
感
じ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
Ố

　
二
年
　
加
　
藤
　
虹
　
子

ớ
山
形
四
中
Ờ　

　
四
つ
の
グ
ル
ồ
プ
に
分
か

れ
話
し
合
ỳ
た
の
で
す
が
ỏ

ど
の
グ
ル
ồ
プ
も
発
表
内
容

が
重
な
ら
ず
ỏ
多
く
の
視
点

観
点
か
ら
意
見
が
出
さ
れ
た

こ
と
に
驚
き
ま
し
た
Ố
ま
た
ỏ

ふ
だ
ん
よ
り
も
活
発
な
話
し

合
い
に
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
Ố

三
日
間
の
討
議
の
結
果
ỏ
共

同
声
明
は
ủ
学
ん
で
伝
え
る

イ

マ

と

ミ

ラ

イ

に

概
Ứ
 

 に
決
定
し
ま
し
た
Ố
こ
の
共

同
声
明
も
ふ
ま
え
ỏ本
校
生

徒
会
の
発
展
に
努
め
た
い
と

思
い
ま
す
Ố

　
二
年
　
冨
　
沢
　
　
　
碧

ớ
新
庄
中
Ờ　

　
私
は
不
安
や
緊
張
を
抱
え

て
の
参
加
で
し
た
Ố
初
対
面

の
人
た
ち
と
関
わ
る
中
で
ỏ

し
ỳ
か
り
と
自
分
の
意
見
を

出
せ
る
か
と
思
い
ま
し
た
が
ỏ

す
ぐ
に
い
ろ
い
ろ
な
話
が
で

き
ま
し
た
Ố
テ
ồ
マ
も
難
し

い
も
の
で
し
た
が
ỏ
さ
ま
ざ

ま
な
観
点
か
ら
考
え
ỏ
多
く

の
意
見
を
提
示
で
き
ま
し
た
Ố

グ
ル
ồ
プ
発
表
に
お
い
て
も

話
し
合
い
を
凝
縮
し
た
中
身

の
濃
い
も
の
と
な
り
ま
し
た
Ố

三
日
間
ỏ
有
意
義
な
時
間
を

過
ご
す
こ
と
が
で
き
本
当
に

よ
か
ỳ
た
で
す
Ố

日
本
大
学

付
属
高
校
生

サ
ミ
ッ
ト

平成30年度
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広 報 日 大 山 形平成30年10月１日 （8）

体育祭 体育祭 新聞の読み方講座

壮行式 県議会での意見交換会

桜華祭 ぺえさんの特別講演（桜華祭）

プランターの整備

　平成30年７
月７日、パレ
スグランデー
ルにて桜華同
窓会総会が開
催された。
　20回の記念大会ということで、参加人数も600名を
超える過去最大の規模で盛大に行われた。
　実行委員会をはじめとする日大山形のOB・OGの尽
力のおかげで、恩師・旧友と語らい終始和やかで楽し
い会であった。
　また、本校ホームページに桜華同窓会Facebookの
リンクがあります。是非ご覧ください。

第20回
桜華同窓会総会・懇親会開催

日
本
大
学
山
形
高
等
学
校
広
報
部

〒
　
―
　
　

山
形
市
鳥
居
ヶ
丘
四
―
五
五

990

2433

電
　
　
話
　
〇
二
三
―
六
四
一
―
六
六
三
一
 
（
代
）

Ｆ

Ａ

Ｘ
　
〇
二
三
―
六
四
一
―
六
六
三
四

Ｕ

Ｒ

Ｌ
　http://w

w
w
.ym
gt.hs.niho

        
 
 
   
          n  -  

u.ac.jp

       

印
　
　
刷
　
㈱
大
　
風
　
印
　
刷

写
真
提
供
　
㈲
カ
メ
ラ
の
石
山

　
二
年
後
、
日
本
に
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
が
や
っ
て
く
る
。
着
々

と
準
備
が
進
む
中
、
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
の
マ
ス
コ
ッ
ト
の
名

が
決
ま
っ
た
。
そ
の
名
は
「
ミ

ラ
イ
ト
ワ
」。由
来
は「
未
来
」と

「
永
遠
」
。
す
ば
ら
し
い
未
来
が

永
遠
に
続
く
よ
う
に
と
い
う
思

い
が
込
め
ら
れ
た
そ
う
だ
。

　
未
来
は
予
知
で
き
る
も
の
で

は
な
い
。
こ
れ
ほ
ど
不
確
か
な

も
の
は
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。

「
昨
日
は
ヒ
ス
ト
リ
ー
、明
日
は

ミ
ス
テ
リ
ー
、
今
日
と
い
う
日

は
贈
り
物
。
だ
か
ら
現
在
は
プ

レ
ゼ
ン
ト
。」と
い
う
言
葉
が
あ

る
。
私
た
ち
は
過
去
を
生
き
、

未
来
の
私
を
夢
見
て
、
今
を
生

き
て
い
る
。
一
瞬
先
は
未
来
で

あ
り
ミ
ス
テ
リ
ー
な
の
だ
。
明

日
何
が
あ
る
か
わ
か
ら
な
い
、

遠
い
未
来
に
夢
が
叶
う
か
も
し

れ
な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
人
生
は

面
白
く
素
敵
な
も
の
な
の
だ
。

　
一
度
し
か
な
い
高
校
生
活
。

「
未
来
は
今
始
ま
る
、明
日
始
ま

る
の
で
は
な
い
」。頑
張
れ
る
と

き
は
今
し
か
な
い
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
そ
の
一
つ
一
つ
が
過

去
と
な
り
、
道
と
な
り
、
す
ば

ら
し
い
未
来
へ
の
扉
へ
向
か
わ

せ
て
く
れ
る
。
三
年
後
の
自
分

を
思
い
描
き
、
今
を
大
切
に
し

て
い
こ
う
で
は
な
い
か
。

学校説明学校説明会会

※学校説明会では，学校生活全般，並びに入試に関する詳しい説明をいたします。
※事前のお申し込みは必要ありません。上履きをご持参ください。

全体説明と個別相談・校舎見学・部活動見学

会場及び時間期　日

   受　　付　  9：20～ 9：55
   説 明 会　10：00～11：20
　 （第１体育館）
 
 以下は希望になります。
   個別相談    11：20～  
   校舎見学    11：20～12：00（予定）
   部活動見学    11：20～12：10（予定）

平成30年
10月   ７ 日（日）第１回

10月21日（日）第２回

11月11日（日）第３回

11月23日（金・祝日）第４回

12月16日（日）第５回

※上記以外の期日に学校参観を希望なさる方は，お電話の上ご来校ください。
※部活動見学については，学校説明会前にお問い合わせください。
　（023-641-6631 担当／橋本・田中）

兼
献
牽
献
験
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